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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ送信に先行して送信が開始される制御信号を用いて該データの受信処理を行なう
無線装置において、
　前記制御信号の一部であって、第２の部分に先行して送信される第１の部分に該無線装
置へ送信されることが予定されていない未定義データが含まれることを検出することで、
前記第１の部分と前記第２の部分との双方に基づく前記制御信号についての誤り検出符号
を用いた誤り検出結果を得ていない際に、前記制御信号についての受信エラーを検出する
検出部、
　を備えたことを特徴とする無線装置。
【請求項２】
　前記無線装置は、ＷＣＤＭＡ移動通信システムにおいて用いられる、ＨＳＤＰＡに対応
した移動局としての機能を備え、
　前記制御信号は、ＨＳ－ＳＣＣＨを介して送信され、
　前記第１の部分は、ＸｃｃｓとＸｍｓを用いて生成され、
　前記第２の部分は、Ｘｔｂｓ、Ｘｈａｐ、Ｘｒｖ、Ｘｎｄを用いて生成され、
　前記未定義のデータは、該Ｘｃｃｓにおいて未定義のデータである、
　ことを特徴とする請求項１記載の無線装置。
【請求項３】
　データ送信に先行して送信が開始される制御信号を用いて該データの受信処理を行なう
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無線装置における受信方法において、
　前記制御信号の一部であって、第２の部分に先行して送信される第１の部分に該無線装
置へ送信されることが予定されていない未定義データが含まれることを検出することで、
前記第１の部分と前記第２の部分との双方に基づく前記制御信号についての誤り検出符号
を用いた誤り検出結果を得ていない際に、前記制御信号についての受信エラーを検出する
、
　ことを特徴とする受信方法。
【請求項４】
　ＨＳＤＰＡに対応した基地局からＨＳ－ＳＣＣＨ及びＨＳ－ＰＤＳＣＨを介して送信さ
れる信号の受信が可能な移動局において、
　該ＨＳ－ＳＣＣＨを介して送信される制御データの一部であるＸｃｃｓが前記基地局か
らいずれの移動局へも送信することが予定されていない所定のデータであることを該Ｘｃ
ｃｓ含む前記制御データ全体についてのＣＲＣチェック結果を得ていない段階で検出する
ことで、前記制御データの受信エラーを検出する検出部、
　を備えたことを特徴とする移動局。
【請求項５】
　前記所定のデータは、１１１００００、１１１０００１、１１１００１０、１１１００
１１、１１１０１００、１１１０１０１、１１１０１１０、１１１０１１１のうちのいず
れかである、
　ことを特徴とする請求項４記載の移動局。
【請求項６】
　前記所定のデータは、前記ＨＳ－ＰＤＳＣＨを介して送信される前記データの送信の際
に用いられる拡散コードを特定可能なデータのグループに属さない、
　ことを特徴とする請求項４記載の移動局。

                                                              
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線装置に関し、例えば、Ｗ－ＣＤＭＡ通信方式を採用した移動無線通信シ
ステムにおける移動局に用いると好適である。
【背景技術】
【０００２】
　現在、３ＧＰＰ（３rd　Generation Partnership Project）で、第３世代移動通信シス
テムの１つの方式であるＷ－ＣＤＭＡ方式の標準化が進められている。そして、標準化の
テーマの１つとして下りリンクで最大約１４Ｍｂｐｓの伝送速度を提供するＨＳＤＰＡ（
High Speed Downlink Packet Access）が規定されている。
【０００３】
　ＨＳＤＰＡは、適応符号化変調方式を採用しており、例えば、ＱＰＳＫ変調方式と１６
値ＱＡＭ方式とを基地局、移動局間の無線環境に応じて適応的に切りかえることを特徴と
している。
【０００４】
　また、ＨＳＤＰＡは、Ｈ－ＡＲＱ（Hybrid Automatic Repeat reQuest）方式を採用し
ている。ＨＳＤＰＡは、移動局が基地局からの受信データについて誤りを検出した場合に
、移動局からの要求により基地局からデータの再送が行われ、移動局は、既に受信済みの
データと、再送された受信データとの双方を用いて誤り訂正復号化を行うことで特徴付け
られる。このようにＨ－ＡＲＱでは、誤りがあっても既に受信したデータを有効に利用す
ることで、誤り訂正復号の利得を高め、再送回数を抑えている。
【０００５】
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　ＨＳＤＰＡに用いられる主な無線チャネルは、ＨＳ－ＳＣＣＨ（High Speed-Shared Co
ntrol Channel）、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ（High Speed-Physical Downlink Shared Channel）
、ＨＳ－ＤＰＣＣＨ（High Speed-Dedicated Physical Control Channel）がある。
【０００６】
　ＨＳ－ＳＣＣＨ、ＨＳ－ＰＤＳＣＨは、双方とも下り方向（即ち、基地局から移動局へ
の方向）の共通チャネルである。
【０００７】
　ＨＳ－ＳＣＣＨは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨにて送信するデータに関する各種パラメータを送
信する制御チャネルである。各種パラメータとしては、例えば、どの変調方式を用いてＨ
Ｓ－ＰＤＳＣＨによりデータを送信するかを示す変調タイプ情報や、拡散符号の割当て数
（コード数）、送信データに対して行うレートマッチングのパターン等の情報が挙げられ
る。
【０００８】
　但し、ＨＳ－ＳＣＣＨでは、複数の拡散符号（例えば４つ）を利用して複数の移動局に
対して同時に制御信号を送信可能であり、移動局では、全ての（４つの）拡散符号で逆拡
散を行なって得られた信号に対して復号を試みる（ここでは、例えばビタビ復号とする）
。ここで、複数の拡散符号で同時に送信される複数のＨＳ－ＳＣＣＨをＨＳ－ＳＣＣＨセ
ットと称することとする。
【０００９】
　そして、ＨＳ－ＳＣＣＨセットのうち、最終的な各パスメトック値に十分な差が得られ
たＨＳ－ＳＣＣＨが自局宛であると判定することで、他の移動局宛てのデータとの識別を
行なう。尚、連続するサブフレームで同じ移動局に対してＨＳ－ＳＣＣＨを介した制御信
号の送信を行なう場合には、移動局の処理負荷を軽減するために、ＨＳ－ＳＣＣＨセット
のうち同じＨＳ－ＳＣＣＨで送信（即ち、同一の拡散符号で送信）することが好ましい。
【００１０】
　これにより、前述のようにして、一度、ＨＳ－ＳＣＣＨセットのうち、１つのＨＳ－Ｓ
ＣＣＨが自局宛てであることをビタビ復号におけるパスメトリック値等に基づいて検出し
た場合には、連続する次のＨＳ－ＳＣＣＨについては、４つの逆拡散符号全てを用いて逆
拡散を行なうのではなく、同じ拡散符号を用いて逆拡散をするだけで十分となる。
【００１１】
　尚、ＨＳ－ＳＣＣＨが自局宛てでないと検出した場合は、再度４つの逆拡散符号全てを
用いて逆拡散を行なう必要がある。
【００１２】
　一方、ＨＳ－ＤＰＣＣＨは、上り方向（即ち、移動局から基地局への方向）の個別の制
御チャネルであり、ＨＳ－ＰＤＳＣＨを介して受信したデータの受信可、否に応じてそれ
ぞれＡＣＫ信号、ＮＡＣＫ信号を移動局が基地局に対して送信する場合に用いられる。尚
、移動局がデータの受信に失敗した場合（受信データがＣＲＣエラーである場合等）は、
ＮＡＣＫ信号が移動局から送信されるので、基地局は再送制御を実行することとなる。
【００１３】
　その他、ＨＳ－ＤＰＣＣＨは、基地局からＣＰＩＣＨを介して受信した受信信号の受信
品質（例えばＳＩＲ）を測定（例えば直線のサブフレームと同じ時間内で測定）した移動
局が、測定結果に応じてＣＱＩ（Channel Quality Indicator）を基地局に送信するため
にも用いられる。基地局は、受信したＣＱＩにより、下り方向の無線環境の良否を判断し
、良好であれば、より高速にデータを送信可能な変調方式に切りかえ、逆に良好でなけれ
ば、より低速にデータを送信する変調方式に切りかえる（即ち、適応変調を行う）。
・「チャネル構造」
　次に、ＨＳＤＰＡにおけるチャネル構成について説明する。
【００１４】
　図１は、ＨＳＤＰＡにおけるチャネル構成を示すための図である。尚、Ｗ－ＣＤＭＡは
、符号分割多重方式を採用するため、各チャネルは符号により分離されている。
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【００１５】
　まず、説明していないチャネルについて簡単に説明しておく。
【００１６】
　ＣＰＩＣＨ（Common Pilot Channel）、Ｐ－ＣＣＰＣＨ（Primary Common Control Cha
nnel）は、それぞれ下り方向の共通チャネルであり、ＨＳＤＰＡに限らず、通常の通信に
も用いられる。
【００１７】
　ＣＰＩＣＨは、移動局においてチャネル推定、セルサーチ、同一セル内における他の下
り物理チャネルのタイミング基準として利用されるチャネルであり、いわゆるパイロット
信号を送信するためのチャネルである。Ｐ－ＣＣＰＣＨは、報知情報を送信するためのチ
ャネルである。
【００１８】
　次に、図１を用いて、チャネルのタイミング関係について説明する。
【００１９】
　図のように、各チャネルは、１５個のスロットにより１フレーム（１０ｍｓ）を構成し
ている。先に説明したように、ＣＰＩＣＨは他のチャネルの基準として用いられるため、
Ｐ－ＣＣＰＣＨ及びＨＳ－ＳＣＣＨのフレームの先頭はＣＰＩＣＨのフレームの先頭と一
致している。ここで、ＨＳ－ＰＤＳＣＨのフレームの先頭は、ＨＳ－ＳＣＣＨ等に対して
２スロット遅延しているが、移動局がＨＳ－ＳＣＣＨを介して変調タイプ情報を受信して
から、受信した変調タイプに対応する復調方式でＨＳ－ＰＤＳＣＨの復調を行うことを可
能にするためである。また、ＨＳ－ＳＣＣＨ、ＨＳ－ＰＤＳＣＨは、３スロットで１サブ
フレームを構成している。
【００２０】
　ＨＳ－ＤＰＣＣＨは、ＣＰＩＣＨに同期していないが、上り方向のチャネルであり、移
動局において生成されたタイミングに基づくためである。
【００２１】
　以上が、ＨＳＤＰＡのチャネル構成の簡単な説明である。
【００２２】
　次に、ＨＳ－ＳＣＣＨで送信されるデータの内容及び符号化手順について説明する。
・「ＨＳ－ＳＣＣＨで送信されるデータ」
　ＨＳ－ＳＣＣＨで送信されるのは、次のデータである。各データは、主に、対応する（
２スロット遅れの）ＨＳ－ＰＤＳＣＨの受信処理に用いられる。
（１）Ｘccs（Channelization Code Set information）
（２）Ｘms（Modulation Scheme information）
（３）Ｘtbs（Transport Block Size information）
（４）Ｘhap（Hybrid ARQ Process information）
（５）Ｘrv（Redundancy and constellation Version）
（６）Ｘnd（New Data indicator）
（７）Ｘue（User Equipment identity）
　ここで、（１）のＸccsは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨでデータを送信する際に用いる拡散符号
を示すデータ（例えば、マルチコード数とコードオフセットの組み合わせを示すデータ）
で、７ビットで構成される。
【００２３】
　更に、具体的に説明するために、拡散率（ＳＦ）が１６である場合を取り上げて説明す
ることとする。
【００２４】
　ＳＦ＝１６の場合には、１６種類のコードを用いることができるが、第０コードは、報
知情報の送信等のために用いるため、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ用として第１～第１５のコードが
利用可能であることとなる。ＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信時に使用するコードは連続的に用い
るため、使用する先頭のコードをＯとし、使用するコード数をＰとすると、ＯとＰを符号
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化して７ビットに変換して送信すればよいことがわかる。
【００２５】
　そこで、符号化の１例として、次の符号化が考えられている。
・１～３ビット目（コードグループインディケータ）
　ｍｉｎ（Ｐ－１,１５－Ｐ）
・４～７ビット目（コードオフセットインディケータ）
　｜Ｏ－１－「Ｐ／８」×１５｜
尚、ここで、ｍｉｎ（Ａ、Ｂ）は、ＡとＢのうちで小さい方の数、「Ｎ」は、Ｎを超えな
い最大の整数である。
【００２６】
　以上が、Ｘccsの７ビットのデータの定義であるが、理解のために、図２に対応を示し
ておく。図２によれば、例えば、Ｐ＝５、Ｏ＝６の場合に対応するＸccsのデータは、「
１０００１０１」となり、Ｐ＝９、Ｏ＝２の場合に対応するＸccsのデータは、「１１０
１１１０」となることが容易に理解できる。
【００２７】
　（２）のＸmsは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨで用いる変調方式がＱＰＳＫ、１６値ＱＡＭのいず
れかであることを示すデータで１ビットで構成される。
【００２８】
　（３）のＸtbsは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨで伝送されるデータのトランスポートブロックサ
イズ（ＨＳ－ＰＤＳＣＨの１サブフレームで送信するデータサイズ）を算出するために用
いられるデータで、６ビットで構成される。
【００２９】
　（４）のＸhapは、Ｈ－ＡＲＱのプロセス番号を示すデータで３ビットで構成される。
基地局は、ＡＣＫ，ＮＡＣＫを受信するまでは移動局において先に送信したデータの受信
可否の判断ができないが、これらを受信するまで次の新規のデータの送信を待つと伝送効
率が低下するため、ＡＣＫ、ＮＡＣＫの受信前に次の新規パケットを送信する。しかし、
移動局においては、Ｈ－ＡＲＱを採用するため、再送がなされた場合に、既に受信してい
るどのデータと合成すべきかを認識する必要がある。そこで、サブフレームで送信するデ
ータの各々にプロセス番号を定義し、プロセス番号が同一番号を示す場合に、対応するＨ
Ｓ－ＰＤＳＣＨのデータ同士を合成可能としている。
【００３０】
　（５）のＸrvは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの再送時におけるレートマッチングパターン、コン
スタレーション再配置の種別を示すデータで、３ビットで構成される。
【００３１】
　（６）のＸndは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信ブロックが新規ブロックか再送ブロックかを
示すデータで、１ビットで構成される。
【００３２】
　（７）のＸueは、移動局の識別情報を示すデータで、１６ビットで構成される。
・「ＨＳ－ＳＣＣＨで送信されるデータの符号化」
　図３は、ＨＳ－ＳＣＣＨで送信される上記（１）～（７）の各データの符号化手順（符
号化装置）を示す図であり、主に基地局で実行される。
【００３３】
　図において、１は符号化部、２はレートマッチング処理部、３は乗算器、４はＣＲＣ演
算部、５は乗算器、６は符号化部、７はレートマッチング処理部、８は符号化部、９はレ
ートマッチング処理部を示す。
【００３４】
　次に各ブロックの動作について説明する。
【００３５】
　７ビットで表現される（１）Ｘccs（ｘ1,1～ｘ1,7）と１ビット表現される（２）Ｘms

（ｘ1,8）は、合計８ビットのデータとして符号化部１に入力される。ここで、添え字の



(6) JP 4576868 B2 2010.11.10

10

20

30

40

50

前半の数は、第１スロットで送信されるデータに関するものであることを意味し、カンマ
（,）で区切られた後半の数は何ビット目かを示している。
【００３６】
　さて、符号化部１は、入力されたデータに８ビットのテールビットを付加し、合計１６
ビットに対して符号率１／３の畳み込み符号化処理を施す。従って、符号化されたデータ
は、合計４８ビットとなり、ｚ1,8～ｚ1,48としてレートマッチング処理部２に与えられ
る。レートマッチング処理部２は、所定のビットをパンクチャ、レピテッション処理等し
て、第１スロットに収まるビット数に調整（ここでは、４０ビットとする）して出力する
（ｒ1,1～ｒ1,40）。
レートマッチング処理部２からのデータは、乗算器３によりｃ1～c40との乗算がなされ、
s1,1～s1,40として出力され、図１のＨＳ－ＳＣＣＨにおける、１サブフレームの先頭の
スロットである第１スロット目（第１の部分）で送信される。
【００３７】
　ここで、ｃ1～c40は、（７）Ｘue（ｘue1～ｘue16）からのデータを符号化部８により
、８ビットのテールビットの付加の後、符号化率１／２で畳み込み符号化して得られたｂ
1～b48を、更に、レートマッチング処理部９で、レートマッチング処理部２と同様のビッ
ト調整を行なって得たものである。
【００３８】
　一方、６ビットの（３）Ｘtbs（ｘ2,1～ｘ2,6）、３ビットの（４）Ｘhap（ｘ2,7～ｘ2

,9）、３ビットの（５）Ｘrv（ｘ2,10～ｘ2,12）、１ビットの（６）Ｘnd（ｘ2,13）は、
合計１３ビットのｙ2,1～ｙ2,13として、更に、１６ビットのy2,14～y2,29が付加するこ
とで合計２９ビットのy2,1～y2,29として符号化部６に入力される。
【００３９】
　ここで、ｙ2,14～y2,29は、（１）～（６）の合計２１ビットに対してＣＲＣ演算部４
において、ＣＲＣ演算処理がなされ、演算結果としてのｃ1～ｃ16に（７）Ｘue（ｘue1～
ｘue16）を乗算して得られたものである。
【００４０】
　さて、符号化部６に入力されたy2,1～y2,29は、８ビットのテールビットが付加された
後に、符号化率１／３で畳込み符号化されｚ2,1～ｚ2,111の１１１ビットのデータとして
レートマッチング処理部７に入力される。
【００４１】
　レートマッチング処理部７は、上述したパンクチャ等の処理によりｒ2,1～r2,80の８０
ビットを出力し、これらのｒ2,1～r2,80は、図１のＨＳ－ＳＣＣＨにおける、１サブフレ
ーム内における２番目、３番目のスロット（第２の部分）で送信される。
【００４２】
　以上のように、（１）、（２）のデータは、第１スロットで送信、（３）～（６）は第
２、第３スロットで送信するといったように、別個のスロットとして区別して送信するが
、これらに対しては、共通にＣＲＣ演算がなされて、第２スロット内でＣＲＣ演算結果と
して送信されるため、第１、第２スロットの双方を完全に受信することで受信エラーの検
出が可能となる。
【００４３】
　また、第１スロットで送信するデータに対しては、符号化部１による畳込み符号化後、
乗算器３により（７）Ｘueを乗算しているため、他局宛てのデータを第１スロットで受信
した場合には、最終的に各パスメトリック値の差が小さいものとなり、自局宛てでない可
能性が高いことがわかることとなる。
【００４４】
　上述した、ＨＳＤＰＡに関連する事項は、例えば次の非特許文献１、２に開示されてい
る。
【非特許文献１】3G TS 25.212（3rd Generation Partnership Project: Technical Spec
ificationGroup Radio Access Network ; Multiplexing and channel coding (FDD))
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【非特許文献２】3G TS 25.214（3rd Generation Partnership Project: Technical Spec
ificationGroup Radio Access Network ; Physical layer procedures (FDD))
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００４５】
　先に説明した背景技術によれば、移動局は、基地局からの受信したＨＳ－ＳＣＣＨの第
１スロット及び第２、第３スロットを受信し、ＣＲＣ演算結果がエラーなしであれば、Ｈ
Ｓ－ＳＣＣＨに対して２スロット遅れて受信するＨＳ－ＰＤＳＣＨのデータを受信するこ
ととなる。
【００４６】
　しかし、ＣＲＣ演算結果を得るためには、３スロットで構成されるＨＳ－ＳＣＣＨ全て
の受信が必要であり、結果を得るのに時間がかかるといった問題がある。
【００４７】
　そこで、ビタビ復号等を行なうことで、例えば、各パスメトリック値の差が小さいこと
で、受信エラーを検出することも考えられるが、差の大小を確定するための基準の設定は
難しく、基準を甘くすると、結局は、殆どＣＲＣ演算結果に依存することとなり受信エラ
ーの早期の判定は難しい。
【００４８】
　従って、本発明の目的の１つは、ＨＳ－ＳＣＣＨの受信エラーを早期に、または、精度
良く検出することである。
【００４９】
　また、前述のように、移動局の処理負荷を軽減するために、ＨＳ－ＳＣＣＨセットのう
ち同じＨＳ－ＳＣＣＨで送信（即ち、同一の拡散符号で送信）する場合は、ＨＳ－ＳＣＣ
Ｈセットのうち、いずれかのＨＳ－ＳＣＣＨを自局宛てと判定してしまうと、その結果が
連続する次のＨＳ－ＳＣＣＨのサブフレームについても、同一のＨＳ－ＳＣＣＨ用の拡散
符号により逆拡散を行なってしまうため、ＨＳ－ＳＣＣＨの判定誤りの波及により、後続
するＨＳ－ＳＣＣＨの受信まで困難なものとなってしまうため、この面からもＨＳ－ＳＣ
ＣＨの受信精度を高めることを目的として挙げられる。
【００５０】
　尚、ＨＳ－ＳＣＣＨが自局宛てでないと検出した場合は、再度４つの逆拡散符号全てを
用いて逆拡散を行なう必要がある。
【００５１】
　尚、上記目的に限らず、後述する発明を実施するための最良の形態に示す各構成により
導かれる効果であって、従来の技術によっては得られない効果を奏することも本発明の目
的の１つとして位置付けることができる。
【課題を解決するための手段】
【００５２】
（１）本発明においては、データ送信に先行して送信が開始される制御信号を用いて該デ
ータの受信処理を行なう無線装置において、前記制御信号の一部であって、第２の部分に
先行して送信される第１の部分に未定義データが含まれることを検出する検出部、を備え
たことを特徴とする無線装置を用いる。
（２）また、本発明においては、前記無線装置は、ＷＣＤＭＡ移動通信システムにおいて
用いられる、ＨＳＤＰＡに対応した移動局としての機能を備え、前記制御信号は、ＨＳ－
ＳＣＣＨを介して送信され、前記第１の部分は、ＸccsとＸmsを用いて生成され、前記第
２の部分は、Ｘtbs、Ｘhap、Ｘrv、Ｘndを用いて生成され、前記未定義のデータは、該Ｘ

ccsにおいて未定義のデータである、ことを特徴とする（１）記載の無線装置を用いる。
（３）また、本発明においては、データ送信に先行して送信が開始される制御信号を用い
て該データの受信処理を行なう無線装置において、前記制御信号の一部であって、第２の
部分より先行して送信される第１の部分に特定のデータが含まれることを検出する検出部
と、該検出部で前記検出がなされた場合は、前記制御信号に基づく前記データの少なくと
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も一部の復調又は復号処理を行なわないように制御する制御部と、を備えたことを特徴と
する無線装置を用いる。
（４）前記制御部は、前記検出部で前記検出がなされた場合は、前記第２の部分の少なく
とも一部の復調又は復号処理についても行なわないように制御する、ことを特徴とする（
３）記載の無線装置を用いる。
（５）データ送信に先行して送信が開始される制御信号を用いて該データの受信処理を行
なう無線装置における受信方法において、前記制御信号の一部であって、第２の部分より
先行して送信される第１の部分に特定のデータが含まれることを検出するステップと、該
検出部で前記検出がなされた場合は、前記制御信号に基づく前記データの少なくとも一部
の復調又は復号処理を行なわないように制御するステップと、を備えたことを特徴とする
受信方法を用いる。
（６）また、本発明は、ＨＳＤＰＡに対応した基地局からＨＳ－ＳＣＣＨ及びＨＳ－ＰＤ
ＳＣＨを介して送信される信号の受信が可能な移動局において、該ＨＳ－ＳＣＣＨを介し
て送信されるＸccsが未定義データであることを検出する検出部を備えたことを特徴とす
る移動局を用いる。
（７）また、本発明では、ＨＳＤＰＡに対応した移動局の受信方法において、移動局がＨ
Ｓ－ＳＣＣＨをモニターする場合に、ＨＳ－ＳＣＣＨを介して受信した制御情報に矛盾が
ないと判断するための条件として、復号したＸccsが未定義データであることを検出しな
いことを含む、ことを特徴とする移動局の受信方法を用いる。
（８）また、本発明では、ＨＳＤＰＡに対応した移動局の受信方法において、移動局がＨ
Ｓ－ＳＣＣＨをモニターする場合に、ＨＳ－ＳＣＣＨを介して受信した制御情報に矛盾が
ないと判断するための条件として、復号したＸccsが未定義データでないことを検出する
ことを含む、ことを特徴とする移動局の受信方法を用いる。
【発明の効果】
【００５３】
　本発明にかかる無線装置によれば、ＨＳ－ＳＣＣＨの受信エラーを早期に、または精度
良く検出することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５４】
　以下、図面を参照することにより、本発明の実施の形態について説明する。
【００５５】
　〔ａ〕第１実施形態の説明
　先に説明したように、ＨＳ－ＳＣＣＨで送信される１サブフレームの先頭スロットには
、（１）Ｘccs、（２）Ｘmsが含まれるが、本実施例では、（１）のＸccsに注目すること
とした。
【００５６】
　Ｘccsは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨでデータを送信する際に用いる拡散符号を示すデータであ
り、先に示したような法則により先頭コード番号と、コード数を符号化して得られるデー
タであるが図２の表をよく検討すると、Ｐが大きくなるほど、Ｏとして選択可能な数が少
なくなっている。そして、Ｐ＝１におけるＯの種類と、Ｐ＝１５におけるＯの種類の合計
はちょうど１６種類であるから、Ｐ＝１（Ｎ）とＰ＝１５（１６－Ｎ）で第１～第３ビッ
トを共通化し、１６通りを表現できる第４～第７ビットにより識別することで、ビット数
の削減を図っている。
【００５７】
　しかし、更によく検討すると、Ｐの中心にあたるＰ＝８については、ペアが存在せず、
第４～第７ビットにより、８種類のＯ（「１１１１」～「１０００」）しか表現されてい
ない。即ち、残りの８種類（「０１１１」～「００００」）は定義されていない、未定義
（基地局からいずれの移動局に対しても送信される予定がない）である。
【００５８】
　そこで、本発明は、ＨＳ－ＳＣＣＨで受信して得られたＸccsが未定義であることを検
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出することにより、受信エラーを検出可能とする。
【００５９】
　図４は、本発明に係る通信装置を示す図である。
【００６０】
　尚、無線装置の１例として、先に説明したＨＳＤＰＡに対応したＷ－ＣＤＭＡ通信シス
テムにおける移動局について説明することとする。他の通信システムにおける通信装置に
適用することも可能である。
【００６１】
　図において、２１はアンテナ、２２は無線信号に対してダウンコンバート等の無線処理
を行なう無線部、２３は中間周波数等に変換されたアナログ信号をデジタル信号に変換す
るＡ／Ｄ変換部、２４はＡ／Ｄ変換部によりデジタル信号に変換された受信信号を記憶す
る記憶部を示し、２５はＨＳ－ＳＣＣＨの復調処理（直交検波、逆拡散処理等）を行なう
第１復調部を示す。２６はＨＳ－ＳＣＣＨの第１スロットの復号を行なう第１復号部を示
す。尚、復号部としては、ビタビ復号器を用いることが好ましい。
【００６２】
　２７は第１スロットに含まれるＸccsとＸmsを分離するための分離部を示し、２８はそ
のＸccsに基づいて、未定義系列を検出し、検出結果を後述する制御部３７に通知する未
定義系列検出部を示し、２９は未定義系列以外の系列である、定義系列に基づいて対応す
るＰ値、Ｏ値を後述する制御部３７に与える変換部２９を示す。
【００６３】
　３０はＨＳ－ＳＣＣＨの第２及び第３スロットの復号を行なう第２復号部を示す。尚、
復号部としては、ビタビ復号器を用いることが好ましい。
【００６４】
　３１は、第２、第３スロットに含まれるＸtbs、Ｘhap、Ｘrv、Ｘndを分離して出力する
分離部を示す。
【００６５】
　３３はＸtbsに基づいて、対応するデータ長情報に変換してから制御部３７に与える変
換部、３４はＸrvに基づいて、対応するレートマッチングパラメータ等の情報に変換して
制御部３７に与える変換部を示す。
【００６６】
　３５はＨＳ－ＰＤＳＣＨを介して送信される信号について直交検波、逆拡散等の復調処
理（検波方式、逆拡散に用いる逆拡散コード数等は直前のＨＳ－ＳＣＣＨのサブフレーム
内の第１の部分のデータに従う）を行なう第２復調部を示し、３６は、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ
データに対してターボ復号等の復号処理を行なう第３復号部を示す。
【００６７】
　尚、図４に示した無線装置としての移動局は、ＣＱＩ、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ等の信号を制
御部３７から出力して送信するための送信部を備え、アンテナ２１から無線信号として送
信可能であるが、図示を省略している。
【００６８】
　次に、図４に示した無線装置の動作について説明する。
【００６９】
　ＨＳＤＰＡを利用した通信の状態にある移動局は、ＨＳ－ＰＤＳＣＨは共通チャネルで
あるから、まず、ＨＳ－ＳＣＣＨを定期的に受信し、自局宛てのデータがＨＳ－ＰＤＳＣ
Ｈで送信されるかどうかをチェックする必要がある。
【００７０】
　そこで、移動局は、アンテナ２１で受信し、無線部２２でダウンコンバートされた信号
をＡ／Ｄ変換部２３でデジタル信号に変換し、記憶部２４に記憶するとともに、デジタル
信号を第１復調部２５に入力する。第１復調部は、ＨＳ－ＳＣＣＨの復調用の復調部であ
るから、先に説明したように、例えば、同時に４種類の拡散符号を用いて受信信号を逆拡
散し、逆拡散後のデータ（第１スロット部分）を第１復号部２６に入力する。第１復号部
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２６では、ｃ1～ｃ40（これらは、（７）のＸueに基づいて、符号化部８、レートマッチ
ング処理部９と同様の処理を移動局内で行なって基地局と同様のｃ1～ｃ40を生成する）
を乗算し、レートマッチング処理部２におけるレートマッチング処理により削除（パンク
チャ）されたビット部分に尤度０のデータを挿入してから、ビタビ復号等により復号処理
を行なう。ここで、尤度０のデータとするのは、復号の過程で、１、０の判定に等しい影
響度にするためである。
【００７１】
　第１復号部２６で復号されたデータは、分離部２７で、ＸccsとＸmsに分離され、（１
）のＸccsは未定義系列検出部２８に入力される。
【００７２】
　未定義系列検出部２８は、Ｘccsが未定義のビット系列（特定のデータ）である「１１
１００００」、「１１１０００１」、「１１１００１０」、「１１１００１１」、「１１
１０１００」、「１１１０１０１」、「１１１０１１０」、「１１１０１１１」に該当す
るかどうかを判定し、これらの未定義ビット系列に該当した場合に制御部３７に該当通知
を行なう（逆に該当しない場合に、非該当通知を行なうとしてもよいが、いずれにしても
、結果的に未定義データの受信を検出していることになる）。
【００７３】
　ここで、未定義ビット系列に該当することを簡単に検出可能な方法例を明示する。
・「未定義系列検出部２８における検出方法」
　第１～第４ビットが「１１１０」であることを検出する。
【００７４】
　これにより、全てのビットが所定ビット系列に該当するかどうかを検出しなくともよい
（第５～第７ビットはチェックしない）ため、簡単に検出できる。尚、検出は、「１１１
０」入力時の演算結果が１、他の場合は０となる演算回路を用いることが好ましい。
【００７５】
　制御部３７は、該当通知を受信する（または非該当通知を受信しない）と、復号したＸ

ccsには矛盾があり、受信した制御情報は矛盾のあるものものとして判断する。
【００７６】
　該当通知を受けた受信した制御情報に矛盾があると判断した制御部３７は、ＨＳ－ＳＣ
ＣＨのサブレームに対応する（２スロット遅れの）ＨＳ－ＰＤＳＣＨの１サブフレームの
一部又は全てについて無線部２２、Ａ／Ｄ変換部２３、記憶部２４、第２復調部３５、第
３復号部３６、制御部３７のいずれか（これらの複数の任意の組み合わせの全て（例えば
、第２復調部３５と第３復号部３６の組み合わせ等）も含む）における動作を行なわない
ように制御する。好ましくは、これらの各所に対して給電を停止する。
【００７７】
　これにより、制御部３７は、ＣＲＣチェックを行なうよりも早く、精度よくＨＳ－ＰＤ
ＳＣＨが自局宛てでないことを検出することができる。
【００７８】
　尚、更に好ましくは、制御部３７は、該当通知を受信する（または非該当通知を受信し
ない）と、この該当通知を受けたＨＳ－ＳＣＣＨのサブレームの後続スロットである第２
、第３スロットのいずれか、または、双方についての無線部２２、Ａ／Ｄ変換部２３、記
憶部２４、第１復調部２５、第２復号部３０、分離部３１、変換部３３、変換部３４、Ｃ
ＲＣチェック部３２、制御部３７のいずれか（これらの複数の任意の組み合わせの全ても
含む）における動作を行なわないように制御する。好ましくは、これらの各所に対して給
電を停止する。
【００７９】
　このようにすることで、ＨＳ－ＳＣＣＨが自局宛てでないことを第１スロットのＸccs

に基づいて精度高く検出することができ、第２又は第３スロットについての動作自体につ
いても行なわないように制御することができる。
【００８０】
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　また、先に説明したように、連続するサブフレームで同じ移動局に対してＨＳ－ＳＣＣ
Ｈを介した制御信号の送信を行なう場合に、ＨＳ－ＳＣＣＨセットのうち同じＨＳ－ＳＣ
ＣＨで送信（即ち、同一の拡散符号で送信）することもできる。本実施形態では、未定義
系列検出部２８における未定義系列の受信検出が行なわれた場合には、後続するＨＳ－Ｓ
ＣＣＨセットの全てについて復調処理を行なうように制御することが好ましい。即ち、Ｈ
Ｓ－ＳＣＣＨセットが４つのＨＳ－ＳＣＣＨを含む場合は、４種類の拡散符号全てを用い
て第１復調部２５で逆拡散を実行するのである。
【００８１】
　尚、未定義系列検出部２８は制御部３７に該当通知（非該当通知）を行なう例を示した
が、直接対象箇所に通知することで、直接通知された各部が動作を行なわないようにする
こととしてもよい。その場合は、未定義系列検出部２８は制御部としても機能することと
なる。
【００８２】
　一方、制御部３７は、該当通知を受信しない（または非該当通知を受信する）と、復号
したＸccsには矛盾がなく、受信した制御情報は矛盾のないもの（コンシステントなもの
）として判断する。この場合は、後続するＨＳ－ＳＣＣＨの第２、第３スロットの復調、
復号、ＨＳーＰＤＳＣＨの復調、復号動作を行なう。但し、ＣＲＣ演算結果がエラー等に
なった場合等のその他の要因により復調、復号動作を行なわないようにすることは許され
る。
【００８３】
　次に、第２、第３スロット、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの復号処理についても簡単に説明してお
く。
【００８４】
　第２復号部３０は、第２、第３スロット部分についての復号処理を行ない、復号結果を
分離部３１とＣＲＣチェック部３２に与える。分離部３１は、入力された第２、第３スロ
ット部分について、Ｘtbs、Ｘhap、Ｘrv、Ｘndに分離して出力する。Ｘtbsについては、
変換部３３により、入力データに対応するデータ長情報を制御部３７に与えることにより
、ＨＳ－ＰＤＳＣＨで送信される１サブフレーム内のデータ長を認識することができる。
また、Ｘhapは、プロセス番号としてそのまま制御部３７に与えられ、先に説明したよう
に、合成する対象のデータを区別可能にしている。Ｘrvは、変換部３４により、入力デー
タに対応するレートマッチングパターン等の情報を制御部３７に与えることにより、ＨＳ
－ＰＤＳＣＨで送信される１サブフレーム内のデレートマッチング等を可能としている。
Ｘndは、対応するＨＳ－ＰＤＳＣＨで送信されるデータが新規であるか、再送であるかを
示すビットであり、そのまま制御部３７に与えられる。
【００８５】
　一方、ＣＲＣチェック部３２には、第２、第３スロットのうち、ＣＲＣ演算により算出
されたＣＲＣビットと送信側でＣＲＣ演算の対象となったデータの双方が入力され、ＣＲ
Ｃチェック部３２において、ＣＲＣ演算対象についてＣＲＣ演算を行なって得られた結果
と、受信したＣＲＣビットとを比較してその一致（不一致）によりＣＲＣエラーの無し（
有り）のチェックを行なう。
【００８６】
　ＣＲＣチェック結果は、制御部３７に与えられ、未定義系列検出部２８により未定義系
列が検出されなかった場合であっても、ＣＲＣチェックによりエラーであれば、ＨＳ－Ｐ
ＤＳＣＣＨに関するその後の各部の動作を行なわないように制御することが好ましい。
【００８７】
　第２復調部３５は、未定義系列検出部２８で、未定義系列が検出されなかった場合（更
には、ＣＲＣチェックでエラーが検出されなかった場合）に、復調を行い、復調結果を出
力する。尚、ＣＲＣ演算結果を得るまでには、ＨＳ－ＳＣＣＨを第３スロットまで受信を
完了する必要があるが、第３スロット受信時には、既にＨＳ－ＰＤＳＣＨを受信し始めて
いるため、未定義系列検出部２８で未定義系列を検出しなかった場合には、ＨＳ－ＰＤＳ
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ＣＨの第１スロットの復調処理、復号処理を第２復調部３５、第３復号部３６で開始して
しまうこともできる。後に、ＣＲＣエラーを検出した場合は、並列処理により得られたＨ
Ｓ－ＰＤＳＣＨのデータを破棄すればよい。
【００８８】
　ＣＲＣ演算がなされるまで、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの第１スロットの復調処理、復号処理を
第２復調部３５、第３復号部３６で開始しない場合は、記憶部２４において受信データを
記憶しておき、未定義系列が検出されなかった場合に行なわれるＣＲＣ演算結果を参照し
てから記憶部２４の記憶データを読み出して復調、復号を行なうこともできる。
【００８９】
　尚、好ましくは、未定義系列検出部２８で未定義系列であることを検出しない場合でも
、第１復号部２６（又は第２復号部３０）の復号において算出される、例えば、各パスの
パスメトリック値が所定の範囲内に差に収まっている場合には、第２復調部３５、第３復
号部３６の並列処理を行なわないようにすることができる。
【００９０】
　以上が第１実施形態の説明であるが、第１復調部２５、第２復調部３５を共通ユニット
化したり、第１復号部２６、第２復号部３０を共通ユニット化したりすることもできる。
【００９１】
　その際、同じスロットの信号に対する処理であっても時分割処理により容易に可能とな
ることに注意すべきである。
【００９２】
　〔ｂ〕第２実施形態の説明
　第１実施形態では、未定義系列検出部２８と変換部２９を別個に設けたが、第２実施形
態では、これらを共通化し、変換機能付き未定義系列検出部２８’とし、変換部２９を削
除してもよい。
【００９３】
　変換機能付き未定義系列検出部２８’の例としては、記憶するデータの内容を工夫する
ことによりメモリにより実現することができる。
【００９４】
　即ち、変換機能付き未定義系列検出部２８’は図５に示したＸccsをアドレスとして、
ＯとＰの組み合わせをテーブルとして記憶している。ここで、工夫点として、Ｘccsとし
て未定義の「１１１００００」～「１１１０１１１」（図における太線枠内）については
、Ｏ、Ｐの組み合わせとして、０、０を記憶しておく。
このようにしておくことで、分離部３１から与えられたＸccsを読み出しアドレスとし、
図５に示すＯ、Ｐの組み合わせを読み出すと、Ｘccsが定義されている場合には、１以上
のＯ、Ｐが出力されることとなるが、未定義の場合にはＯ、Ｐそれぞれ０、０が出力され
るため、制御部３７は、未定義であることを検出することができる。未定義系列の検出後
の動作については、第１実施形態と同じ動作とすることができる。例えば、少なくとも第
３復号部の動作を行なわないようにして、自局宛てでない受信信号に基づいて基地局に不
要な信号を送信する制御を制御部３７が行なってしまわないようにすることが好ましい。
【００９５】
　尚、ここで、未定義時の変換機能付き未定義系列検出部２８’の出力を使用コード数が
０であることを意味するＰ＝０として固定しているため、第２復調部３５に誤った逆拡散
用コードを設定して、ＨＳ－ＰＤＳＣＨを誤って受信してしまうことも効果的に防止する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】ＨＳＤＰＡにおけるチャネル構成を示す図である。
【図２】Ｏ、ＰとＸccsの各ビットとの関係を示す図である。
【図３】ＨＳ－ＳＣＣＨの符号化装置を示す図である。
【図４】本発明に係る無線装置（移動局）の構成を示す図である。
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【図５】変換テーブルを示す図である。
【符号の説明】
【００９７】
１　　符号化部
２　　レートマッチング処理部
３　　乗算器
４　　ＣＲＣ演算部
５　　乗算器
６　　符号化部
７　　レートマッチング処理部
８　　符号化部
９　　レートマッチング処理部
２１　アンテナ
２２　無線部
２３　Ａ／Ｄ変換部
２４　記憶部
２５　第１復調部
２６　第１復号部
２７　分離部
２８　未定義系列検出部
２９　変換部
３０　第２復号部
３１　分離部
３２　ＣＲＣチェック部
３３　変換部
３４　変換部
３５　第２復調部
３６　第３復号部
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